
近
来
、
本
門
の
本
尊
に
関
す
る
論
議
が
、
ま
た
頻
り
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
如
く
で
あ
る
が
、
此
の
問
題
に
付
随
し
た
も
の
と
し

て
老
え
ら
れ
る
も
の
に
、
日
蓮
聖
人
に
於
け
る
守
謹
神
信
仰
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
宗
祖
は
信
仰
の
対
象
と
し
て
唯
一
な
る

本
門
の
本
尊
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
反
面
ま
た
こ
れ
と
は
別
な
意
味
に
於
て
、
教
主
釈
尊
以
外
の
諸
仏
諸
神
を
尊
崇
せ
ら
れ
て
い

る
。
即
ち
、
法
華
経
の
行
者
を
擁
談
す
る
と
こ
ろ
の
天
神
地
祇
に
対
し
て
で
あ
り
、
そ
の
種
類
及
び
範
囲
は
極
め
て
多
岐
で
あ
り
広
範
な

る
。
即
ち
、
汗

先
づ
宗
祖
が
曼
茶
羅
に
名
目
を
書
写
さ
れ
た
も
の
か
ら
挙
げ
て
み
る
と
、
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
。
日
・
月
・
明
星
。
天
照
大
神
。
八

幡
大
菩
薩
。
不
動
・
愛
染
。
梵
天
。
帝
釈
。
第
六
天
魔
王
。
四
天
王
。
転
輪
聖
王
。
阿
修
羅
王
。
龍
王
。
迦
楼
羅
王
。
十
二
神
王
。
阿
闇

世
王
等
が
あ
り
、
更
に
祖
書
の
中
に
は
此
等
の
外
に
、
山
神
河
神
・
地
神
水
神
等
を
始
め
と
し
て
其
の
他
の
諸
仏
諸
神
が
散
見
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
然
し
て
此
等
の
中
に
は
、
当
時
一
般
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
是
の
如
く
多
岐
広
範
に

亘
っ
て
取
扱
っ
て
お
ら
れ
る
点
は
他
に
其
の
例
を
見
る
こ
と
の
安
易
で
な
い
も
の
が
あ
り
、
菱
に
宗
祖
の
独
自
な
立
場
が
考
え
ら
れ
る
の

●
も
の
で
あ
る
。 日

蓮
聖
人
と
守
護

１
日
月
明
星
を
中
心
と
し
て
Ｉ

榊 、

上
田
本

信
仰

日
日
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あ
る
。 そ

こ
で
、
右
の
如
き
宗
祖
の
扱
わ
れ
た
守
護
神
の
中
か
ら
主
た
る
も
の
に
就
い
て
観
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
今
此
処
で

は
特
に
「
日
・
月
・
明
星
」
を
中
心
と
し
て
、
其
の
他
の
諸
神
に
及
び
た
い
。
先
に
挙
げ
た
諸
神
の
中
で
鬼
子
母
神
は
相
当
に
古
く
か
ら

尊
崇
さ
れ
て
お
り
、
曼
茶
羅
に
も
祖
書
の
中
に
も
し
ば
ノ
ｉ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
華
経
陀
羅
尼
品
に
因
る
処
で
あ
っ
て
、
「
陀

羅
尼
品
二
云
ク
汝
等
但
能
擁
護
受
持
法
華
名
者
福
不
可
量
此
文
の
意
は
仏
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
の
法
華
経
の
行
者
を
守
ん
と
誓
上
給
フ

α

を
讃
る
と
し
て
、
汝
等
法
華
の
首
題
を
持
ッ
人
を
守
る
べ
し
と
誓
ふ
」
と
あ
る
如
く
で
あ
り
、
又
天
照
・
八
幡
に
つ
い
て
は
「
日
本
守
護

②

の
天
照
大
神
・
正
八
幡
も
い
か
で
か
か
か
る
国
を
ば
た
す
け
給
フ
ベ
き
」
と
明
ら
か
な
如
く
、
日
本
国
守
護
の
神
を
代
表
す
る
も
の
と
み

其
の
他
阿
修
羅
・
龍
王
等
は
何
れ
も
序
品
列
座
の
諸
尊
で
あ
っ
て
、
就
中
、
日
月
明
星
は
守
護
の
諸
天
を
代
表
す
る
善
神
と
し
て
宗
祖
の

関
心
も
深
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
立
正
安
国
論
に
於
て
、
天
変
地
天
が
起
り
万
民
が
苦
し
む
の
は
、
世
間
が
皆
正
法
に
背

き
邪
法
に
順
っ
た
為
に
守
護
の
善
神
が
悉
く
国
を
捨
て
§
聖
人
か
所
を
辞
し
、
此
の
隙
に
乗
じ
て
魔
鬼
が
来
た
か
ら
で
あ
る
と
説
い
て
い

る
如
く
、
こ
う
し
た
宗
祖
の
守
護
神
信
仰
は
初
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
相
当
に
深
い
関
心
が
持
た
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で

れ
る
の
で
あ
る
。

一
一

そ
こ
で
、
先
づ
曼
茶
羅
に
名
目
を
掲
げ
て
あ
る
も
の
だ
け
に
就
い
て
み
て
も
、
前
記
の
如
く
十
指
に
余
る
程
で
あ
る
が
、
此
等
の
中
で

「
日
月
明
星
」
に
観
点
を
置
き
、
逐
次
御
譜
中
の
諸
神
に
及
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
に
つ
い
て
は
、
既
に
宮
崎
英
修

で
あ
る
。
然
も
「
行
者
守
護
の
善
神
」
と
し
て
其
の
悉
く
を
末
法
に
於
け
る
法
華
経
行
者
の
守
護
を
司
る
神
で
あ
る
と
規
定
し
た
と
こ
ろ

に
特
色
が
窺
え
る
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
、
徹
底
し
た
法
華
信
仰
に
根
を
お
ろ
し
た
全
く
特
異
な
宗
祖
の
守
護
神
観
が
そ
こ
に
在
る
と
思
わ

I
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師
が
「
日
蓮
宗
の
守
護
神
」
（
鬼
子
母
神
と
大
黒
天
を
中
心
と
し
て
）
の
中
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
受
で
は
省
略
す
る
こ
と
§
す
る
ｃ

さ
て
、
第
一
に
「
日
天
子
」
に
就
い
て
み
る
に
、
修
利
耶
（
留
乱
ぐ
巴
・
宝
意
天
子
と
云
わ
れ
て
居
り
、
玻
璃
摩
尼
等
種
宝
の
所
成
で

あ
る
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
又
法
華
経
で
は
序
品
に
宝
光
天
子
と
称
さ
れ
、
相
当
古
い
時
代
か
ら
日
天
子
に
対
す
る
信
仰
が
行
わ
れ
て
い

③

た
よ
う
で
あ
る
。
宗
祖
が
最
初
に
曼
茶
羅
の
中
え
図
顕
せ
ら
れ
た
の
は
、
文
永
十
年
七
月
の
大
曼
茶
羅
に
於
て
、
中
尊
の
右
側
大
梵
天
王

の
次
位
に
「
南
無
大
日
天
等
」
と
あ
る
の
が
初
め
で
あ
り
、
同
文
永
十
一
年
三
月
の
一
遍
首
題
で
は
、
そ
の
左
右
に
「
日
月
衆
星
・
四
天

大
王
」
と
あ
っ
て
、
翌
十
二
年
に
か
け
て
の
曼
茶
羅
中
に
於
て
は
、
「
南
無
日
月
四
天
王
」
と
し
て
、
日
月
及
び
四
天
王
を
同
一
座
に
扱

っ
て
お
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
が
建
治
年
間
に
入
る
と
日
月
末
分
を
脱
し
て
、
大
日
天
王
・
大
月
天
王
と
首
題
の
左
右
に
分
離
し
て

④

行
く
。
更
に
建
治
二
年
以
降
の
大
曼
陀
羅
に
於
て
は
日
月
天
を
欠
く
も
の
極
め
て
稀
れ
で
あ
り
、
大
部
分
は
在
座
し
て
い
る
点
か
ら
み
て

も
、
尊
崇
性
が
如
何
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
知
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

次
頁
の
曼
茶
羅
に
因
つ
み
て
も
判
る
如
く
、
大
日
天
王
は
中
尊
の
右
側
に
位
置
し
て
い
る
が
、
文
永
十
二
年
に
顕
さ
れ
た
堺
の
妙
国
寺

所
蔵
の
曼
茶
雑
と
、
同
じ
く
阿
仏
・
妙
宣
寺
所
蔵
の
曼
茶
羅
に
於
て
は
、
共
に
左
側
に
在
っ
て
「
南
無
日
月
四
天
」
と
月
天
四
天
と
同
座

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
例
外
と
も
云
え
よ
う
。
愛
茶
羅
の
形
式
を
説
明
さ
れ
て
い
る
日
女
抄
に
よ
る
と
、

首
題
の
五
字
〈
中
央
に
か
Ｌ
り
…
…
日
天
・
月
天
・
第
六
天
の
魔
王
・
龍
神
：
．
…
其
外
不
動
・
愛
染
は
南
北
の
二
方
に
陣
を
取
り
、
云

⑤

と
し
て
、
南
北
の
二
方
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
又
建
治
年
間
は
主
と
し
て
大
梵
天
王
の
次
位
に
あ
る
が
、
弘
安
年
間

に
入
る
と
第
六
天
魔
王
の
次
位
に
置
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
来
て
い
る
。

ま
た
、
次
に
御
遺
文
の
中
で
は
ど
の
様
に
表
さ
れ
て
い
る
か
、
と
云
う
点
に
就
い
て
見
る
に
、
撰
時
抄
を
始
め
と
し
て
幾
多
の
御
書
中

一
云
◎
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身
延
久
遠
寺
蔵
（
御
本
尊
集
第
八
十
七
）

に
散
見
し
て
い
る
が
、
何
れ
も
法
華
経
行
者
の
守
謹
神
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
点
で
同
一
で
あ
る
、
即
ち
、

⑥

霊
山
浄
土
ノ
教
主
釈
尊
乃
至
梵
釈
・
日
月
・
四
天
等
、
冥
に
如
し
顕
に
助
ヶ
給
は
ず
ば
、
一
時
一
日
も
安
穏
な
る
べ
し
や
。

と
し
て
大
集
経
の
文
を
引
き
日
月
四
天
等
が
仏
滅
後
末
法
に
於
て
、
正
法
を
行
ず
る
者
を
守
誠
す
る
旨
の
誓
を
仏
前
に
於
て
な
し
た
こ
と

を
示
し
、
建
治
二
年
七
月
四
条
金
吾
に
宛
て
出
さ
れ
た
御
譜
に
は
、
同
じ
く
日
天
子
の
守
護
に
就
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
先

き
立
っ
て
日
天
子
の
詳
し
い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
大
日
天
子
の
居
住
す
る
所
は
七
宝
の
宮
殿
に
し
て
、
其
の
大
き
さ
は
八
百

十
六
里
五
十
一
由
旬
も
あ
り
、
中
に
勝
・
・
無
勝
と
云
う
二
人
の
后
が
居
り
、
左
右
に
は
七
雌
毎
九
雌
が
つ
ら
な
っ
て
、
前
に
は
摩
利
支
天

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）

南
無
無
辺
行
菩
薩
大
日
天
王

南
無
上
行
菩
薩
第
六
天
魔
王

南
無
多
宝
如
来
大
梵
天
王

南
無
妙
法
蓮
華

南
無
釈
迦
牟
尼
仏
釈
提
桓
因
王

南
無
浄
行
菩
薩
大
月
天
王

南
無
安
立
行
菩
薩
大
明
星
天
王

大
毘
沙
門
天
王
へ
愛
染
明
王
）

鬼
子
母
神

経

十
羅
刹
女

提
婆
達
多
南
無
天
台
大
師

仏
滅
度
後
二
千
二
百
二

天
照
大
神
十
余
年
之
間
一
閻
浮
提

之
内
未
曽
有
大
曼
茶
羅

也

日
蓮（
花
押
）

八
幡
大
菩
薩

大
増
長
天
王

南
無
伝
教
大
師

弘
安
三
年
太
歳
卯
月
日

、

大
広
目
天
王
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⑦

女
が
位
し
、
更
に
七
宝
の
車
が
あ
り
、
こ
れ
を
八
頭
の
駿
馬
が
引
い
て
四
天
下
を
一
日
一
夜
に
め
ぐ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
っ

て
明
ら
か
な
如
く
、
「
七
宝
の
宮
殿
」
に
在
っ
て
「
二
人
の
后
」
が
居
る
、
と
云
う
点
か
ら
み
て
、
宗
祖
の
云
う
百
・
月
・
四
天
と
は
、

単
に
「
日
」
や
「
月
」
其
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
く
し
て
、
其
の
中
に
「
生
身
の
仏
」
を
発
見
し
て
是
れ
を
更
に
「
守
護
神
」
と
み
て

居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
日
」
や
「
月
」
を
其
の
ま
＆
尊
崇
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
仏
格
化
し
「
大
日
天
王
」
と
云
う

諸
天
善
神
の
一
つ
と
せ
ら
れ
て
い
る
処
に
、
宗
祖
の
日
月
信
仰
が
原
始
宗
教
に
於
け
る
太
陽
崇
拝
な
ど
の
如
き
も
の
と
は
全
く
異
っ
た
内

容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
又
更
に
宗
祖
の
場
合
は
、

⑧

日
月
・
衆
星
等
、
教
主
釈
尊
の
御
弟
子
に
あ
ら
ず
や
。

⑨

と
あ
る
如
く
、
日
月
明
星
等
の
諸
天
は
教
主
釈
尊
の
弟
子
で
あ
る
と
み
て
居
り
、
日
眼
女
御
諜
に
は
本
仏
の
分
身
散
体
で
あ
る
と
み
て
居

⑩

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
又
「
当
』
知
《
日
月
天
下
を
め
ぐ
り
給
フ
は
仏
法
の
力
な
り
」
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
事
か
ら
考
え
て
も
明
ら
か
な

如
く
、
日
月
の
運
行
は
仏
法
の
力
に
因
る
と
し
て
、
仏
法
を
主
と
し
、
日
月
を
そ
の
付
属
と
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
も
る
立
場
に

在
る
宗
祖
の
日
月
信
仰
は
、
宗
教
学
で
云
う
発
達
史
的
研
究
か
ら
見
た
自
然
教
期
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
然
し
、
日
月
を
尊
び
明

星
を
信
仰
せ
ら
れ
た
と
云
う
点
か
ら
考
え
た
時
は
、
や
は
り
一
種
の
広
い
意
味
で
の
自
然
崇
拝
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う

さ
て
、
そ
こ
で
再
び
日
天
の
守
護
に
関
し
て
み
る
に
、
先
の
四
条
金
吾
が
釈
迦
仏
を
供
養
し
た
際
に
給
は
っ
た
御
書
に
は
、

大
日
天
子
乃
至
法
華
経
の
序
品
に
は
普
香
天
子
と
つ
ら
な
り
ま
し
ま
す
。
法
師
品
に
は
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
と
記
せ
ら
れ
さ
せ
給
フ
、

⑪

火
持
如
来
是
也
．
：
…
日
蓮
も
又
此
天
を
特
た
て
ま
つ
り
、
日
本
国
に
た
て
あ
ひ
て
数
年
な
り
。
既
に
日
蓮
か
ち
ぬ
く
き
心
地
す
。

と
、
法
華
経
の
序
品
及
び
法
師
品
と
の
関
連
を
示
し
「
普
香
天
子
」
又
は
「
火
持
如
来
」
と
し
て
、
既
に
経
典
中
に
名
目
の
在
る
こ
と
か

か
と
思
う
。

b
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ら
み
て
も
、
法
華
の
会
座
に
列
ら
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
宗
祖
自
身
此
の
日
天
を
特
て
外
に
求
む
る
こ

と
の
出
来
ぬ
利
生
を
得
ら
れ
た
と
し
て
、
守
護
の
体
験
か
ら
「
争
か
す
て
さ
ぜ
た
ま
ひ
候
べ
き
‐
一
と
云
う
確
信
を
日
天
に
対
し
て
、
持
っ

て
い
た
こ
と
が
知
れ
う
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
此
の
点
に
就
い
て
は
、
同
じ
く
四
条
金
吾
に
与
え
ら
れ
た
御
審
の
中
に
、

こ
と
に
法
華
経
の
行
者
を
ば
諸
天
善
神
守
護
す
べ
き
よ
し
、
属
類
品
に
し
て
誓
状
を
た
て
給
じ
、
一
切
の
守
誰
神
・
諸
天
の
中
に
も
我

⑫

等
が
眼
に
見
え
て
守
誰
し
給
フ
は
日
月
天
也
。

と
し
て
、
諸
天
の
中
で
も
特
に
日
月
天
の
守
誰
は
眼
に
見
え
て
厚
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
属
類
品
の
「
如
世
尊
勅
当
具
奉
行
」
の
文
に
因

っ
て
、
日
月
を
中
心
と
す
る
一
切
の
諸
天
を
守
談
神
と
し
て
尊
崇
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
如
是
、
守
護
の
中
心
を
日
月

に
置
い
て
考
え
ら
れ
た
の
に
は
、
や
は
り
前
記
の
如
く
に
宗
祖
自
身
が
、
そ
れ
を
体
得
せ
ら
れ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
れ
に

就
い
て
は
後
に
又
詳
述
す
る
が
、
龍
口
法
難
に
於
け
る
守
護
の
現
れ
が
最
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
然
し
て
、
日
天
の

守
護
あ
る
場
合
は
、
其
の
所
従
た
る
摩
利
支
天
も
「
法
華
経
受
持
の
も
の
を
守
護
せ
ん
事
疑
と
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
し
て
、
宗
祖
の
日
月

信
仰
に
は
全
く
疑
い
の
余
地
が
な
く
、
確
信
と
体
験
の
上
に
成
立
し
て
い
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

斯
く
し
て
宗
祖
の
日
天
子
に
対
す
る
見
方
は
、
や
が
て
同
じ
く
曼
茶
羅
中
の
天
照
大
神
と
関
連
を
も
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ

て
、
即
ち
日
本
国
守
護
の
諸
天
を
代
表
す
る
天
照
大
神
と
日
天
と
の
結
び
付
き
に
就
い
て
、
宗
祖
の
見
解
を
窺
を
う
と
す
る
の
で
あ
る
が

そ
れ
に
先
き
立
っ
て
天
照
大
神
の
性
格
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
云
う
迄
も
な
く
神
道
で
扱
う
「
神
」
で
あ
る
が
、
我
国
の
紀
記
等
に

見
ら
れ
る
神
代
時
代
か
ら
次
第
に
発
展
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
古
代
の
八
百
万
神
々
と
云
う
多
神
教
か
ら
逐
次
大
元
尊
神
え
と
統
一

さ
れ
て
行
っ
た
も
の
§
如
く
で
あ
っ
て
、
古
語
拾
遺
に
よ
る
と
、

⑬

天
照
大
神
は
、
惟
れ
視
、
惟
れ
宗
、
尊
き
こ
と
無
二
、
自
余
の
諸
神
は
、
乃
ち
子
、
乃
ち
臣
。

ー
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今
ま
で
は
専
ら
日
天
子
を
中
心
と
し
て
観
察
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
月
天
子
に
就
い
て
考
え
て
み
る
と
、
ほ
曾
日
天
子
と
同
様

に
扱
わ
れ
て
居
り
、
愛
茶
羅
中
に
於
て
も
古
く
か
ら
名
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
大
月
天
子
」
又
は
「
大
月
天
王
」
と
し
て
、

中
尊
の
左
側
に
椎
り
釈
提
桓
因
・
帝
釈
天
・
千
眼
天
王
等
の
次
位
に
し
て
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
が
、
建
治
以
降
の
擬
茶
羅
で
は

と
云
わ
れ
て
居
り
、
又
「
御
鎮
座
本
紀
」
に
は
「
天
照
大
神
は
万
物
の
霊
、
万
物
の
本
体
な
り
」
（
取
意
）
と
も
云
わ
れ
て
い
る
所
か
ら

考
え
て
み
て
も
判
る
如
く
、
「
大
元
神
」
と
し
て
万
物
の
根
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
宗
祖
は
右
の
様
な
見
方
で
は
な

し
に
、
「
日
本
国
の
守
護
を
司
る
善
神
」
と
し
て
扱
っ
て
居
ら
れ
、
従
っ
て
行
者
守
護
の
神
と
云
う
立
場
か
ら
、
日
月
明
星
と
同
一
線
上

で
眺
め
て
お
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
こ
で
天
照
と
日
天
と
の
関
連
を
み
る
に
、
撰
時
抄
に
於
て
摩
那
夫
人
が
日
を
夢
見
て
悉
達
太

予
を
宿
さ
れ
た
こ
と
に
ふ
れ
、
そ
の
下
に
、

⑭

０
０
．
◎
。
◎
０
。
。
。
。
。
◎

日
本
国
と
申
ス
は
天
照
太
神
の
日
天
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
え
な
り
ｃ

と
、
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
天
照
と
日
天
と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
此
処
で
は
摩
那
夫
人
が
太
子
を
宿
さ
れ
る
に
先
き
だ
っ
て
、
「
日
」

を
は
ら
む
夢
を
見
た
例
話
を
先
き
に
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
日
天
と
云
う
の
は
明
ら
か
に
そ
の
「
日
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
若
し
然
ら
ば
「
天
照
大
神
の
日
天
に
て
ま
し
ま
す
」
と
云
う
言
葉
が
、
微
妙
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
来
る
の

で
あ
る
。
即
ち
、
単
な
る
併
用
又
は
混
用
で
は
な
し
に
、
天
照
と
日
天
と
が
同
一
梢
の
も
の
と
し
て
、
扱
わ
れ
て
い
る
で
は
な
か
ろ
う
か

と
思
わ
れ
て
来
る
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
此
の
場
合
、
天
照
と
日
天
と
は
日
本
国
・
法
華
経
行
者
の
守
護
神
と
云
う
立
場
で
全
く
同
一

の
線
上
に
在
る
神
と
し
て
信
仰
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
尚
此
の
問
題
に
就
い
て
は
未
だ
充
分
に
研

究
す
べ
き
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
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蝿
今
の
月
天
は
法
華
経
の
御
座
に
列
り
ま
し
ま
す
名
月
天
子
ぞ
か
し
．
宝
塔
ロ
蝿
し
て
仏
勅
を
う
け
給
陰
嘱
累
品
に
し
て
仏
に
頂
を
な

で
ら
れ
ま
い
ら
せ
、
如
葬
恢
尊
〃
勅
》
当
一
真
呼
’
一
奉
行
毒
と
誓
状
を
た
て
し
天
ぞ
か
し
。

と
あ
る
如
く
、
法
華
の
会
座
宝
塔
品
に
於
て
仏
勅
を
受
け
、
更
に
嘱
累
品
で
行
者
守
誰
の
獅
状
を
た
て
た
月
天
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る

か
ら
、
宗
祖
の
「
月
」
に
対
す
る
観
念
は
、
娘
山
に
於
て
仏
勅
を
受
け
た
「
仏
の
使
」
と
し
て
、
謂
ば
仏
の
所
従
と
し
て
み
て
居
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
行
者
守
護
を
行
う
の
は
是
の
故
に
当
然
で
あ
る
と
考
え
て
居
ら
れ
る
。
故
に
龍
口
法
難
の
当
夜
は
「
江
の
島
の
か
た
よ

０
Ｏ
◎
０
０
。
、
。
。
○
。

⑯

り
、
月
の
ご
と
く
ひ
か
り
た
る
物
、
ま
り
の
や
う
に
て
辰
巳
の
か
た
よ
り
戌
亥
の
か
た
へ
ひ
か
り
わ
た
る
」
此
の
為
に
太
刀
持
ち
は
目
が

く
ら
み
、
兵
共
は
お
ぢ
怖
れ
て
遂
に
頚
切
ら
れ
る
べ
き
処
を
ま
ぬ
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
此
の
法
難
の
翌
日
に
、

九
月
十
三
日
の
夜
な
れ
ば
月
大
に
は
れ
て
あ
り
し
に
、
夜
中
に
大
庭
に
立
チ
出
で
抵
月
に
向
ひ
奉
‘
て
、
自
我
偶
少
々
よ
み
奉
り
、
諸
宗

の
勝
劣
、
法
華
経
の
文
あ
ら
ノ
ー
申
シ
て
、
：
…
・
法
華
綴
の
行
者
に
も
か
わ
り
、
仏
勅
を
も
は
た
し
て
、
誓
言
の
し
る
し
（
験
）
を
ぱ

端
的
に
表
明
し
て

大
体
に
於
て
、
釈
提
桓
因
大
王
の
次
位
に
定
ま
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

ま
た
御
書
の
中
で
は
、
主
と
し
て
種
々
御
振
舞
御
譜
等
の
中
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
法
華
経
で
は
序
品
に
「
名
月
天
子
」
と
し
て
列

座
し
、
日
天
と
共
に
行
者
守
護
を
司
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
は
宝
吉
祥
天
・
月
宮
天
子
等
と
云
わ
れ
、
帝
釈
天
王
の
内

臣
に
し
て
、
本
地
は
大
勢
至
菩
薩
で
あ
る
と
も
云
わ
れ
て
居
り
、
梵
名
は
戦
捺
羅
Ｓ
四
目
愚
）
で
あ
っ
て
、
相
貌
は
頭
に
半
月
形
の
あ

る
杖
を
手
に
し
、
三
鷲
に
乗
っ
て
い
る
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
然
し
こ
れ
は
一
般
の
説
で
あ
っ
て
、
宗
祖
自
ら
が
こ
の
よ
う
な
説
に
依
ら

れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
「
月
」
そ
の
も
の
を
尊
崇
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
日
天
と
同
様
に
月
の
中
に
守
護
神
を
発
見
し
て
、

そ
れ
を
信
仰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
大
体
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
極
々
御
振
舞
御
書
で
は
、
こ
れ
を
最
も
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と
、
月
に
向
っ
て
自
我
偶
を
よ
み
、
諸
宗
の
勝
劣
浅
深
を
説
い
て
、
以
て
行
者
守
護
を
祈
念
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
処
に
於
て
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
文
に
明
ら
か
な
如
く
、
宗
祖
は
日
月
を
も
っ
て
守
護
神
と
な
し
、
当
身
の
大
事
に
直
面
さ
れ
る
度
毎
に
、
侍
に
し

て
来
て
い
る
こ
と
が
知
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
鎌
倉
の
夜
空
に
浮
ん
だ
月
も
、
宗
祖
の
こ
う
し
た
眼
を
通
し
て
見
る
と
き
は
、
如

是
、
守
護
の
諸
天
と
し
て
受
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ま
た
次
に
、
此
の
よ
う
な
日
天
・
月
天
に
つ
い
て
、
た
蟹
行
者
を
守
護
す
る
と
云
う
だ
け
の
も
の
に
留
ま
ら
ず
、
更
に
も
う
一
歩
進
ん

だ
考
え
方
を
さ
れ
て
い
る
御
書
に
「
経
王
御
前
御
書
」
が
あ
る
。
此
の
御
書
に
依
る
と
、
世
が
亡
び
ん
と
す
る
の
は
、

⑱

是
偏
へ
に
法
華
経
釈
迦
仏
の
御
使
を
責
る
故
に
梵
天
帝
釈
・
日
月
四
天
王
等
の
責
を
蒙
て
候
也
。

と
説
い
て
お
ら
れ
る
如
く
、
既
に
宗
祖
自
ら
法
華
経
釈
迦
仏
の
「
御
使
」
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
今
の
人
々
が
龍
口
法
難
・
佐
渡
流

罪
等
の
迫
害
を
加
倣
る
為
に
、
梵
天
・
日
月
の
諸
天
か
ら
責
め
ら
れ
て
、
「
人
皆
今
生
に
は
弓
箭
の
難
に
値
て
修
羅
道
に
お
ち
、
後
生
に

は
悪
道
疑
と
な
し
」
と
云
う
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
此
の
場
合
の
日
月
天
は
今
ま
で
の
よ
う
に
、
た
宮
行
者

を
守
護
す
る
と
云
う
だ
け
で
は
な
く
、
進
ん
で
行
者
に
迫
害
を
加
え
る
者
に
対
し
て
、
責
苦
を
与
え
よ
う
と
為
す
の
で
あ
り
、
今
の
世
が

乱
れ
て
い
る
の
は
そ
の
為
で
あ
る
と
し
て
、
積
極
的
な
見
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
又
此
の
御
書
が
開
目
抄
と
同
じ
く
文
永
九

年
に
、
佐
渡
一
谷
で
著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
「
仏
使
」
の
問
題
に
就
い
て
は
一
層
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
為
で
あ
ろ
う
。

故
に
又
後
年
身
延
で
著
作
さ
れ
た
「
下
山
御
消
息
」
に
は

⑳

此
国
既
に
梵
釈
日
月
四
天
大
王
等
の
諸
天
に
も
捨
テ
ら
れ
、
守
護
の
諸
天
善
神
も
還
シ
て
大
怨
敵
と
な
り

と
あ
る
よ
う
に
、
守
護
の
日
月
が
逆
に
行
者
を
迫
害
す
る
国
土
に
対
し
て
は
、
治
罰
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
既
に
そ
の
前
相
は

⑰

と
げ
さ
せ
給
フ
ベ
し
。

、
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ま
た
、
此
の
日
月
に
つ
い
て
は
も
う
一
つ
看
過
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
法
華
経
の
行
者
を
讃
歎
し
観
喜
す
る
と
云

う
こ
と
が
云
わ
れ
て
い
る
点
で
、
是
れ
は
法
華
経
の
中
で
も
特
に
「
讃
歎
」
と
云
う
こ
と
は
重
く
み
ら
れ
て
お
り
、
能
持
是
経
者
は
し
ば

ノ
ー
讃
歎
さ
れ
、
ま
た
観
喜
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
見
て
も
肯
定
で
き
る
よ
う
に
、
仏
が
教
法
を
付
属
さ
れ
る
儀
式
に
於
て
、
大
き
な
役
割

を
果
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
末
法
に
於
て
法
華
経
を
弘
め
る
者
を
讃
歎
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と

し
て
考
え
ら
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

日
天
朝
に
東
に
出
デ
給
フ
に
、
大
光
明
を
放
ち
天
眼
を
開
い
て
南
間
俘
提
を
見
給
フ
に
、
法
華
経
の
行
者
あ
れ
ば
心
に
観
喜
し
、
行
者
を

⑳

に
く
む
国
あ
れ
ば
天
眼
を
い
か
ら
し
て
其
国
を
に
ら
み
給
フ
。

と
あ
り
、
ま
た
報
恩
抄
で
は
宗
祖
自
身
一
代
の
弘
通
を
願
り
み
ら
れ
て
、
此
の
功
徳
は
定
め
て
上
は
三
宝
よ
り
下
は
「
日
月
ま
で
も
し
ろ
し

⑳
⑬

め
し
ぬ
ら
ん
」
と
云
わ
れ
て
い
る
。
更
に
忍
難
の
生
涯
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
は
直
に
「
日
月
等
の
諸
尊
た
ち
に
ほ
め
ら
れ
奉
る
」
こ
と
を

思
い
つ
＆
法
華
経
に
色
心
を
さ
§
げ
て
来
ら
れ
た
と
云
う
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
日
月
は
法
華
経
の
行
者
を
み
て
「
観
喜
』
の
心
を
生
じ
、
行
者
の
功
徳
を
「
し
る
し
め
し
」
又
、
行
者
を
ほ
め
讃
歎
す
る
と

云
う
役
割
を
兼
ね
て
持
つ
も
の
で
あ
り
、
法
華
の
会
座
に
於
け
る
行
者
讃
歎
の
儀
式
の
意
義
を
そ
の
ま
墜
術
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
一
云

え
よ
う
。
故
に
法
華
経
の
行
者
を
守
誰
す
る
と
同
時
に
、
行
者
に
迫
害
を
加
う
る
者
に
向
っ
て
は
「
治
罰
」
を
与
え
、
弘
経
者
に
向
っ
て

現
れ
て
お
り
、
正
嘉
元
年
の
大
地
震
等
を
主
と
す
る
天
変
地
天
は
、
何
れ
も
宗
祖
を
賎
み
他
宗
の
僧
を
貴
ん
だ
為
に
、
自
然
と
法
華
経
の

強
敵
と
な
り
、
遂
に
日
月
四
天
等
の
大
怨
敵
と
し
て
、
か
且
る
責
苦
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

此
処
に
於
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
日
月
は
『
守
る
』
と
云
う
消
極
的
な
態
度
か
ら
、
更
に
『
治
罰
す
一
ご
と
云
う
積
極
的
な
方
向
え
と
移

っ
て
来
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
で
あ
ろ
う
。

a

（58）

、



～

次
に
、
『
星
』
に
つ
い
て
ｒ
あ
る
が
、
是
れ
は
「
明
星
天
子
」
と
し
て
曼
茶
雑
の
中
で
は
、
前
の
日
・
月
に
較
べ
る
と
や
掻
遅
れ
て
、

弘
安
元
年
八
月
の
塁
茶
羅
に
初
め
て
出
て
く
る
が
、
其
の
後
も
欠
け
た
り
在
座
し
て
い
た
り
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
一
様
で
は

な
い
。
位
置
は
大
旨
、
月
天
子
の
次
に
在
り
、
「
大
明
星
天
王
」
と
も
課
か
れ
て
い
る
が
、
行
者
守
護
と
云
う
点
で
は
「
日
・
月
」
と
変

り
が
な
く
、
同
一
の
線
上
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
四
条
金
吾
殿
御
消
息
に
よ
る
と
、

⑳

三
光
天
子
の
中
に
、
月
天
子
は
光
物
と
あ
ら
わ
れ
、
龍
口
の
頸
を
た
す
け
、
明
星
天
子
は
四
五
日
已
前
に
下
て
日
蓮
に
見
参
し
給
ふ
。

と
あ
り
、
此
処
で
云
う
明
星
に
つ
い
て
は
種
々
御
振
舞
御
普
の

⑳

天
よ
り
明
星
の
如
ク
な
る
大
星
下
り
て
前
の
梅
の
木
の
枝
に
か
樫
り
て
あ
り
し
か
ば
云
云

と
あ
る
の
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
宗
祖
は
龍
口
法
難
の
直
後
、
日
月
明
星
等
の
諸
天
に
守
護
を
祈
願
し
、
そ
れ
が
一
つ

ノ
ー
現
実
に
顕
さ
れ
た
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
法
師
品
の
「
則
遺
変
化
人
為
之
作
術
護
」
及
び
、
安
楽
行
品
の
「
刀
杖
不

加
」
普
門
品
の
「
刀
尋
段
段
壌
」
等
の
経
証
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
た
宗
祖
の
上
に
、
そ
れ
ら
が
現
証
と
し
て
顕
現
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
で

あ
る
と
、
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
星
は
先
き
の
日
や
月
と
異
り
一
つ
の
も
の
に
限
定
さ
れ
ず
、
文
永
十
一
年
の
一
遍
首
題
に
於
て
は
「
衆
星
」
と
あ
り
、
ま
た
日

は
讃
歎
を
与
え
て
奨
励
し
、
以
て
守
護
神
と
し
て
の
性
格
を
全
か
ら
し
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

眼
女
釈
迦
仏
供
饗
事
に
は
、

⑳

明
星
天
・
北
斗
七
星
・
二
十
八
宿
・
五
星
・
七
塁
・
八
万
四
千
の
無
量
の
諸
星

と
あ
る
如
く
、
広
く
凡
て
の
諸
星
に
渡
っ
て
対
象
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
日
」
や
「
月
」
は
唯
一
で
あ
り
限
ら
れ
て
い
る
が
、
「
星
」

四

一
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斯
く
し
て
上
来
、
日
・
月
・
星
の
三
光
に
就
い
て
宗
祖
の
守
護
神
信
仰
を
観
察
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
三
光
は
何
れ
も
大
曼

茶
羅
の
中
に
そ
の
名
目
を
掲
げ
て
あ
り
、
宗
祖
が
常
に
「
行
者
の
守
謹
を
祈
念
し
て
居
ら
れ
た
事
実
か
ら
み
て
も
知
れ
う
る
如
く
、
全

く
他
に
そ
の
例
を
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
弦
烈
な
、
日
月
明
星
に
対
す
る
信
仰
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
が
て
宗
祝
滅
後
、
門
下

僧
俗
の
間
に
惨
透
し
て
行
き
、
三
光
天
子
に
対
す
る
信
仰
が
一
般
化
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
て
、
後
世
に
は
木
像
に
刻
ざ
ま
れ
る
よ
う

⑳

に
ま
で
な
っ
て
行
っ
た
。
現
に
身
延
山
で
は
三
光
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
一
般
寺
院
に
在
っ
て
も
別
勧
請
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
現
れ
と
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

然
し
て
宗
祖
の
こ
う
し
た
日
月
明
星
信
仰
は
、
当
時
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
民
間
信
仰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
す

る
見
方
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
宗
祖
の
場
合
は
既
に
上
述
の
如
く
、
単
な
る
民
間
信
仰
的
な
も
の
で
は
な
く
し
て
、
も
っ
と
根
本
的
に

適
格
な
依
所
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
法
華
経
の
経
証
に
基
い
て
行
者
守
護
の
善
神
と
し
て
信
仰
し
祈
願
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
又
実
際
の
上
に
感
応
し
現
証
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
此
の
「
経
証
」
と
「
現
証
」
と
に
依
っ
て
、
宗
祖
の
日

月
明
星
信
仰
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
古
く
か
ら
の
太
陽
崇
拝
又
は
民
間
信
仰
的
な
も
の
と
は
全
く
性
質

の
場
合
は
無
量
で
あ
る
た
め
、
自
と
「
八
万
四
千
の
無
量
の
諸
星
」
と
・
写
う
表
現
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
然
し
、
．
一
般
に
は
「

大
明
星
天
王
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
諸
星
の
総
称
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
明
星
」
と
云
う
特
定
の
一
星
を
さ
し
て
一
云

う
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
「
明
」
と
云
う
の
は
此
の
場
合
、
「
名
月
天
子
」
と
云
う
時
の
「
名
」
と
ぼ
ぎ
同
じ
様
な
意

味
を
も
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
若
し
然
ら
ば
、
「
明
星
天
子
」
と
云
う
場
合
は
、
特
定
の
一
星
を
指
す
の
で
は
な
く
、
凡
て
の

諸
星
を
代
表
し
た
所
の
名
称
で
あ
る
と
見
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
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を
異
に
し
た
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
宗
祖
の
生
涯
を
通
じ
て
此
等
日
月
明
星
は
、
天
照
・
八
幡
等
と
共
に
守
護
神

と
し
て
常
に
尊
崇
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
此
の
「
守
護
神
」
と
し
て
の
日
月
は
、
や
が
て
一
歩
を
進
め
其
の
究
極
に
於
て
は
本

仏
の
弟
子
と
し
て
、
又
分
身
散
体
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
開
目
抄
に

⑳

此
土
の
劫
初
よ
り
こ
の
か
た
の
日
月
・
衆
星
等
、
教
主
釈
尊
の
御
弟
子
に
あ
ら
ず
や
。

日
蓮
案
シ
テ
云
〃
、
法
華
経
の
二
処
三
会
の
座
に
ま
し
ま
し
掻
日
月
等
の
諸
天
は
、
法
華
経
の
行
者
出
来
せ
ば
磁
石
の
鉄
を
吸
う
が
ご
と

⑳

く
、
月
の
水
に
遷
全
が
ご
と
く
、
須
爽
に
来
て
行
者
に
代
り
、
仏
前
の
御
誓
を
は
た
さ
せ
給
フ
ベ
し
云
云

と
あ
る
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
本
化
の
立
場
に
あ
っ
て
見
る
時
は
、
日
月
明
星
等
す
べ
て
本
仏
の
作
用
に
よ
っ
て
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
此
処
に
一
般
民
間
信
仰
の
そ
れ
と
は
違
っ
た
宗
祖
の
独
自
な
日
月
信
仰
が
「
行
者
守
護
の
善
神
」
と
云
う
か
た
ち
で

表
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ま
た
、
宗
祖
は
此
等
日
月
明
星
の
他
に
も
、
天
地
・
山
川
等
を
そ
れ
人
～
守
護
の
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
本
仏
の
分

身
と
し
て
見
て
い
る
点
に
変
り
は
な
い
。
然
し
、
こ
う
し
た
宗
祖
の
守
護
神
信
仰
の
一
面
に
は
、
前
記
の
御
諜
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
日

月
に
向
っ
て
法
華
経
を
諭
し
祈
念
さ
れ
た
と
云
う
表
面
の
み
を
見
る
と
き
は
、
或
は
広
い
意
味
に
於
け
る
自
然
崇
拝
の
一
種
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
出
来
得
る
素
因
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑳

経
王
御
前
の
事
、
二
六
時
中
に
日
月
天
に
祈
り
申
し
候
。

闘
い
い
』
ｌ
分
身
・
散

､

側

１
日
！
｜
Ｉ
（
守
護
）
ｌ
↓
行
者

１
月
１

１
星
Ｉ
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、

と
あ
る
の
を
宗
教
学
の
立
場
か
ら
見
た
場
合
、
や
は
り
右
の
よ
う
な
考
え
が
一
応
成
り
立
つ
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
如
上
の
日
月
明
星
等
の
守
護
神
は
曼
茶
雛
の
木
像
化
に
於
て
、
後
世
と
も
す
る
と
雑
乱
勧
請
に
落
入
り
易
い
傾
向
を
も
つ
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
性
格
及
び
宗
祖
の
か
Ｌ
る
見
方
に
立
つ
と
き
は
、
明
ら
か
に
守
謹
神
と
し
て
、
『
本
門
の
本

⑫

尊
』
と
は
別
な
滋
味
で
勧
請
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
所
謂
菱
に
「
守
護
神
勧
誠
」
と
し
て
尊
崇
の
対
象
と
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
云

腸
え
よ
ア
ブ
。

戸

、⑩⑨③⑦⑤⑤の③②①註⑫
四
条
金
吾
殿
御
返
事
定
遺
一
六
八
四
頁

ｰ

聖
愚
問
答
妙
定
遺
三
八
八
頁

下
山
御
消
息
同
一
三
四
三
頁

「
大
崎
学
報
」
第
一
○
二
号
に
よ
る
。

建
治
以
降
日
月
の
在
座
し
て
い
な
い
も
の
は
一
遍
首
題
を
除
い
て
は
、
僅
か
に
六
幅
程
で
あ
る
。

日
女
抄
定
遺
一
三
七
五
頁

撰
時
抄
同
一
○
六
○
頁

四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
養
事
定
遺
二
八
四
頁

開
目
抄
定
遺
五
七
八
頁

Ｈ
眼
女
釈
迦
仏
供
泰
事
定
遺
一
六
二
三
頁

四
粂
誇
吾
釈
迦
仏
供
養
事
定
遺
二
八
五
頁

同
定
遺
二
八
四
’
五
頁
。
妥
に
は
「
普
香
天
子
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
四
条
金
吾
殿
御
返
事
（
一
六
八
五
）
に
は
「
普
光
天
子
」
と
な

っ
て
い
る
。
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⑫、⑳⑳⑳⑳⑳⑳＠，＠、⑳⑲⑲⑰⑯⑮⑭⑬

古
語
拾
巡
（
大
同
年
間
斉
部
広
成
箸
）

撰
時
抄
定
遣
一
○
四
五
頁

種
々
御
振
舞
御
書
定
遺
九
六
九
頁

同
定
遺
九
六
七
頁

同
定
遺
九
六
九
頁

経
王
御
前
御
番
定
遺
六
八
七
頁

同
同

下
山
御
消
息
定
遺
一
三
二
五
頁

松
野
殿
御
消
息
定
遺
二
四
二
頁
、

報
恩
抄
定
迩
一
二
三
九
頁

諸
法
実
相
妙
定
遺
七
二
六
頁

四
条
金
吾
殿
御
消
息
定
遺
五
○
五
頁

種
食
御
振
舞
御
書
定
遣
九
七
○
頁

日
眼
女
釈
迦
供
養
事
定
遺
一
六
二
三
頁

三
光
堂
は
身
延
山
か
ら
思
親
閣
に
向
う
途
中
に
あ
り
、
日
・
月
・
星
の
三
光
を
祖
っ
て
あ
る
。

開
目
抄
定
造
立
七
八
頁

同
同
五
八
一
頁

経
王
殿
御
返
事
定
遺
七
五
○
頁

「
大
崎
学
報
」
第
二
○
管
の
拙
穂
「
日
蓮
聖
人
と
自
然
崇
拝
」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

「
継
神
」
第
三
一
号
の
拙
稲
「
本
尊
勧
舗
形
態
の
一
考
祭
」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

’
三
四
・
三
・
二
五
Ｉ

（58）


